
(別紙１） 本シートは平成30年5月以降に学内外へ公表されます。

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください。 □　学外公表に同意しない。 □　学内外公表に同意しない。

特命准教授

平成２９年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

島袋　亮道 所　　属

領
域

地域連携推進機構地域連携企画室 職　　名名　　前

0.40

1. 外部資金（競争的資金）獲得の活動を行う。
2. 企業等との共同研究/受託研究等コーディネート,進捗管理等を行う。
3. 情報通信産業等の産業分野における産業振興・発展方策に関して調査
研究を行う。

業務
ウェイト比
（予定）

平成２９年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
支
援

研
究

1. アクティブシンクタンクの取り組みを推進する。0.40

平成２９年度　年度末自己点検結果

1. 地域連携推進機構運営会議 委員としての業務を行う。
2. 地域連携企画室会議 委員としての業務を行う。
3. 産学官連携部門会議 委員としての業務を行う。
4. 産学官連携部門連絡会 委員としての業務を行う。

業務
ウェイト比
（実績）

0.10

0.30

0.40

1-1. 沖縄産学官協働人財育成円卓会議に設置した高度専門職養成（情報セキュリティ分野）ワーキング
グループ（以下、WG）を2回開催し、高度専門職養成プログラム（以下、PG）の開発の検討を行った。その
際、前年度WGの結論である、「外部の取り組みと連携したPG検討」を進めるべく、内閣府予算で運営され
る「沖縄型産業中核人材育成事業」の受託者である一般社団法人 重要生活機器連携セキュリティ協議
会（CCDS）と公益社団法人沖縄県情報産業協会（IIA）の2つの事業の委員会に参加し、意見交換を継続
的に行った。その際、将来のPG自立化に向け、運営費用に見合う収入を得るイメージを持ち意見交換を
行った。
1-2. 新たな発想力・デザイン思考を基に高付加価値を創出できる人材を育成するべく、上記「沖縄型産
業中核人材育成事業」にて採択頂いた「沖縄型医工連携人材育成プログラム」を実施し、産業人材育成
に取り組んだ。

1. 沖縄県の「先端技術活用によるエネルギー基盤研究事業補助金」に係る公募に応募し採択された。同
事業を産学連携担当責任者として工学部研究者とともに実施した。
2. 県内外企業9社と共同研究相談を行った。そのうち、県内企業1社と共同研究契約、県外企業1社と共
同研究契約を締結した。また米国企業1社と共同研究契約の事務調整中（4月契約予定）である。
3.本県における情報通信産業の動向について情報収集し調査した。

1. 本学の研究成果を学外へ紹介する。
2. 本学の知的資源を利用した産業振興の支援を行う

0.20

0.10

管
理
運
営

1. 地域連携推進機構運営会議 委員としての業務を行った。
2. 地域連携企画室会議 委員としての業務を行った。
3. 産学官連携部門会議への参加は不十分であった。
4. 産学官連携部門連絡会への参加は不十分であった。

1. 「nanotech2018」（国際ナノテクノロジー総合展）に参加し、工学部研究者2名の出展及び企業と共同研
究の検討やその他の産学連携活動を行った。
2．理学部の熱帯性魚類の成長促進・育成研究成果と工学部の再生可能エネルギー応用研究成果を利
用し、民間企業の出資の下、中城村役場、そして佐敷中城漁業協同組合と共同で、約30年間遊休地だっ
た中城村浜漁港の養殖用地を活用した新しい養殖関連技術研究を行う構想を推進した。同構想に基づ
き「一般社団法人中城村養殖技術研究センター」を設立（H30年3月）した。

社
会
貢
献

0.10

計 1.00 1.00

　



(別紙１） 本シートは平成30年5月以降に学内外へ公表されます。

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください。 □　学外公表に同意しない。 □　学内外公表に同意しない。

特命准教授

平成２９年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

宮里　大八 所　　属

領
域

地域連携推進機構地域連携企画室 職　　名名　　前

0.30

〇知的・産業クラスター支援ネットワーク強化事業　大学等研究者の学外連携促進
（沖縄県）への新規事業提案を行う
〇沖縄型産業中核人材育成事業（内閣府沖縄総合事務局）への新規事業提案を行
う
〇沖縄国際物流拠点活用推進事業（内閣府沖縄総合事務局）への新規事業提案を
行う

業務
ウェイト比
（予定）

平成２９年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
支
援

研
究

〇目的別人材育成プログラム「地域づくり人材養成分野」の企画・運営を行う（社会
的インパクト投資基礎概論、島嶼地域交流ファシリテーター養成講座、ソーシャル
キャピタル構築講座、クラウドファンディング実践講座）
〇目的別人材育成プログラム「政策形成能力強化分野」の企画・運営を行う（政策立
案能力基礎プログラム、政策立案能力強化プログラム）
〇トビタテ留学ＪＡＰＡＮプロジェクトの推進のため学生インターンシップの企画・運営
を行う

0.40

平成２９年度　年度末自己点検結果

〇地域連携推進機構運営会議委員としての業務を行う
〇地域連携企画室員としての業務を行う
○RCC事業本部会議本部員としての業務を行う
○大学評価ＩＲマネジメントセンターIR企画員としての業務を行う

業務
ウェイト比
（実績）

0.10

0.35

0.15

〇目的別人材育成プログラム「地域づくり人材養成分野」の企画・運営を実施した（社会的イ
ンパクト投資基礎概論、島嶼地域交流ファシリテーター養成講座、ソーシャルキャピタル構築
講座、クラウドファンディング実践講座、地域企業（自治体）お題解決プログラム、グローバル
キャリアデザイン）
〇目的別人材育成プログラム「政策形成能力強化分野」の企画・運営を実施した（政策立案
能力基礎プログラム、政策立案能力強化プログラム）
〇トビタテ留学ＪＡＰＡＮプロジェクトの推進のため学生インターンシップの企画・運営を実施し
た

〇知的・産業クラスター支援ネットワーク強化事業　大学等研究者の学外連携促進（沖縄
県）への新規事業提案し、採択された事業を統括として実施した
〇沖縄型産業中核人材育成事業（内閣府沖縄総合事務局）への新規事業提案し、採択され
た事業を担当として実施した
〇沖縄国際物流拠点活用推進事業（内閣府沖縄総合事務局）への新規事業提案行ったが
不採択となった

○なんじょう産学官連携人材育成協議会（副会長）としての活動を行う
○沖縄県地域づくりネットワーク運営委員としての活動を行う
○沖縄市公共交通活性化協議会委員としての活動を行う
○奄美群島民間チャレンジ支援事業評価委員としての活動を行う
○県内市町村において研修等の講師を務める

0.45

0.05

管
理
運
営

〇地域連携推進機構運営会議委員としての業務を実施した
〇地域連携企画室員としての業務を実施した
○RCC事業本部会議本部員としての業務を実施した
○大学評価ＩＲマネジメントセンターIR企画員としての業務を実施した

○なんじょう産学官連携人材育成協議会（副会長）としての活動を実施した
○沖縄県地域づくりネットワーク運営委員としての活動を実施した
○沖縄市公共交通活性化協議会委員としての活動を実施した
○奄美群島民間チャレンジ支援事業評価委員としての活動を実施した
○南城市、糸満市、本部町、中部広域教育委員会等において研修等の講師を務めた

社
会
貢
献

0.20

計 1.00 1.00

　



(別紙１） 本シートは平成30年5月以降に学内外へ公表されます。

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください。 □　学外公表に同意しない。 □　学内外公表に同意しない。

准教授

平成２９年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

玉城　理 所　　属

領
域

地域連携推進機構産学官連携部門 職　　名名　　前

0.10
①沖縄の情報関連産業、健康関連産業等の分野における産業振興発展
　方策に関して調査研究を行う。

業務
ウェイト比
（予定）

平成２９年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
支
援

研
究

①起業教育事業（県受託）を活用し、本事業で配置したＣＤ等と学生の起
　業意識啓発するため起業講座（観光産業科学部と連携）の提供及び学
　生コンテスト開催する。
②県内外の大学と連携し第３回海洋ロボットコンテストを開催する。

0.40

平成２９年度　年度末自己点検結果

①発明審査委員会、利益相反ＷＧ等の委員会活動に参加する。

業務
ウェイト比
（実績）

0.10

0.10

0.40

①県から起業教育事業を受託し、本事業で配置した田場ＣＤ,名幸ＣＤ等と起業
　教育の充実強化を図った。
②本学及び他大学とも連携し、学生がアイディアを実践するトライアルプログラム
　及び第１０回沖縄学生ビジネス・アイディア・コンテストを実施した。
③県内外の大学等と連携し第３回沖縄海洋ロボットコンテストを実施した。

①沖縄県及びＩＴ関連団体と連携しＩＴ産業の振興等について検討を進めた。

①本学及び教員等の有する知的財産を活用した大学発ベンチャー育成
　支援に取り組む。
②沖縄県等と機構とが連携した健康バイオ産業拠点の形成に取り組む。
③沖縄県産業振興公社など機構の協定機関と連携し県内産業振興の支
　援に取り組む。
④地域の産学官関係者と連携し沖縄産学官イノベーション創出協議会の
　運営に取り組む。

0.40

0.10

管
理
運
営

①発明審査委員会、利益相反ＷＧの委員会活動に参加した。

①県の大学発ベンチャー創出支援事業から創出した（株）琉球ボーテの化粧水
　開発や資金調達を支援した。
②沖縄県から沖縄におけるヒト介入試験のモデルを受託し、県内企業２社と
　連携つつ事業を実施した。
③「沖縄産学官イノベーション創出協議会」の広報部会を担当しイベント等を
　企画開催及び運営に参画した。

社
会
貢
献

0.40

計 1.00 1.00

　



(別紙１） 本シートは平成30年5月以降に学内外へ公表されます。

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください。 □　学外公表に同意しない。 □　学内外公表に同意しない。

計 1.00 1.00

そ
の
他

0.05
○研究紀要の査読・編集を通じ、生涯学習関係者への研究助言を行った
○学内勉強会の開催を通じ、教職員に対する学習コーディネイトを行った
○科研費アドバイザーに就任し、助言業務を行った

0.35

0.05

管
理
運
営

○地域連携企画室長としての業務を行った
○ICT機器を活用した遠隔授業による教育効果等検証委員（委員長）に就任し報告書をまとめた
○地域貢献型大学答申検討ＷＧ（リーダー）に参画し答申をまとめた
○大学評価ＩＲマネジメントセンターIR企画員（社会連携担当）としての業務を行った
○RCC事業マネジメント会議委員としての業務を行った
○平成29年度戦略的教育推進経費の審査員としての業務を行った
○広報戦略本部員に就任し、業務を行った
○教員選考調書作成委員会委員に就任し業務を行った（２件）

○浦添市社会教育委員（委員長）としての活動を行った
○おきなわ県民カレッジ運営委員（委員長）としての活動を行った
○那覇市生涯学習推進協議会委員（委員長）としての活動を行った
○沖縄県生涯学習指導者協会の副会長に就任し、会務に関する活動を行った
○那覇市総合計画審議会委員（専門部会副部会長）としての活動を行った
○教員免許更新講習選択必修科目の講師を務めた
○平成29年度沖縄県看護教員養成講習会の講師を務めた

社
会
貢
献

0.15

平成２９年度　年度末自己点検結果

○地域連携企画室長としての業務を行う
○大学評価ＩＲマネジメントセンターIR企画員（社会連携担当）としての業務を行う
○RCC事業マネジメント会議委員としての業務を行う
○RCC事業本部会議本部員としての業務を行う
○平成29年度戦略的教育推進経費の審査員としての業務を行う

業務
ウェイト比
（実績）

0.25

0.25

0.10

○一般公開講座の企画・運営を行ったが、一部の講座で不備があり受講者からのクレームを受けた
○公開授業の企画・運営を行った
○RCC事業「知のふるさと納税」の企画・運営・開発を行った
○「若者のチカラ」事業の企画・運営・開発を行ったが、北中城事業に関しては実施に至らなかった
○RCC事業「看護教員の学び直し講座」の企画・運営・開発を行った
○専門科目「教育の社会史」の授業を行った（教育学部・法文学部に提供）
○専門科目「生涯学習概論」の集中講義を行った（法文学部に提供）

○科研費研究代表として当該研究を遂行した(基盤B「生涯学習行政の推進における公と私に関する
　 理論的実証的研究」（研究代表：背戸博史）
○科研費研究代表として当該研究を遂行した（基盤Ｃ「子育て環境の孤立化に対する生涯学習施策
　 の戦略に関する調査研究」代表：背戸博史）
○科研費研究協力者として当該研究を遂行した（挑戦的萌芽研究「地方創生にはたす教育施設・人
　 材の新たな活用に関する日英比較研究」代表：宮腰英一）
○日本教育制度学会研究担当理事として研究活動の企画開発を行うとともに、学会発表を行った

○浦添市社会教育委員（委員長）としての活動を行う
○おきなわ県民カレッジ運営委員（委員長）としての活動を行う
○那覇市生涯学習推進協議会委員（委員長）としての活動を行う
○沖縄県生涯学習指導者協会理事としての活動を行う
○那覇市総合計画審議会委員（専門部会副部会長）としての活動を行う
○教員免許更新講習選択必修科目の講師を務める
○平成29年度沖縄県看護教員養成講習会の講師を務める

0.25

0.25

○科研費研究代表として当該研究を遂行する(基盤B「生涯学習行政の推進における
公と私に関する理論的実証的研究」（研究代表：背戸博史）
○科研費研究代表として当該研究を遂行する（基盤Ｃ「子育て環境の孤立化に対する
生涯学習施策の戦略に関する調査研究」代表：背戸博史）
○科研費研究協力者として当該研究を遂行する（挑戦的萌芽研究「地方創生にはた
す教育施設・人材の新たな活用に関する日英比較研究」代表：宮腰英一）
○日本教育制度学会研究担当理事として研究活動の企画開発を行う

業務
ウェイト比
（予定）

平成２９年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
支
援

研
究

○一般公開講座の企画・運営を行う
○公開授業の企画・運営を行う
○RCC事業「知のふるさと納税」の企画・運営・開発を行う
○「若者のチカラ」事業の企画・運営・開発を行う
○RCC事業「看護教員の学び直し講座」の企画・運営・開発を行う
○専門科目「教育の社会史」の授業を行う（教育学部・法文学部に提供）
○専門科目「生涯学習概論」の集中講義を行う（法文学部に提供）

0.30

教授

平成２９年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

背戸　博史 所　　属

領
域

地域連携推進機構生涯学習推進部門 職　　名

○研究紀要の査読・編集を通じ、生涯学習関係者への研究助言を行う
○学内勉強会等の開催を通じ、教職員に対する学習コーディネイトを行う

名　　前



(別紙１） 本シートは平成30年5月以降に学内外へ公表されます。

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください。 □　学外公表に同意しない。 □　学内外公表に同意しない。

計 1.00 1.00

　

0.10

管
理
運
営

○地域連携推進機構運営会議委員としての業務を行った（会議13回）
○地域貢献型大学答申検討ワーキンググループの業務を行った（会議17回、答申作成業
務）
○琉大コミュニティキャンパス事業本部本部員としての業務を行った（会議5回）
○全学情報システム技術専門委員会委員としての業務を行った（システム管理業務）
○大学評価センター評価企画員としての業務を行った（会議3回、評価書作成業務等）
○国際連携担当者連絡会委員としての業務を行った（会議1回、情報収集業務）

○上記の教育・学生支援、研究活動を通して、社会貢献を行った
○豊見城市立中央公民館運営審議会委員（委員長）としての活動を行った（会議2回、研修
1回）
○研究紀要の査読・編集を通じ、生涯学習関係者への研究助言を行った（論文２本）
○成人の学習手法に関する勉強会等の開催を通じ、学内教職員に対する学習コーディネ
イトを行った（10回）
○県内の生涯学習関係団体の研修会で講演とコーディネーターを務めた（1回）

社
会
貢
献

0.30

平成２９年度　年度末自己点検結果

○地域連携推進機構運営会議委員としての業務を行う
○琉大コミュニティキャンパス事業本部本部員としての業務を行う
○全学情報システム技術専門委員会委員としての業務を行う
○大学評価センター評価企画員としての業務を行う

業務
ウェイト比
（実績）

0.10

0.30

0.30

○一般公開講座および公開授業等の企画・運営を行った（公開講座100講座、公開授業
114科目）
○独自事業の企画・開発・運営を行った（「知のふるさと納税」：石垣・宮古・久米島）
○共通教育科目の授業を行った（「教育政策史」）
○専門科目の授業を行った（法文学部「生涯学習概論」）
○琉大コミュニティキャンパス事業の離島支援プログラムの企画・開発・運営を行った（「知
のふるさと納税」：石垣・宮古・久米島）
○琉大コミュニティキャンパス事業の「看護教員の学び直し講座」の企画・実施を行った（全
5回）
○教員免許更新講習を行った（選択必修「学校内外との連携協力に関する理解」）

○科研費研究・研究代表者として当該研究を遂行した（学会誌への投稿1件）
（若手B「現代米国における学校管理職養成・評価システムの変容に関する研究」）
○科研費研究・研究分担者として当該研究を遂行した（学会発表1件）
（基盤B「生涯学習行政の推進における公と私に関する理論的実証的研究」研究代表：背戸
博史）
○科研費研究・研究協力者として当該研究を遂行した（学会誌への掲載1件）
（基盤B「東日本大震災後の教育復興の進展と復興教育プログラムに関する研究」研究代
表：佐藤修司）
（挑戦的萌芽「地方創生にはたす教育施設・人材の新たな活用に関する日英比較研究」研
究代表：宮腰英一）
○研究紀要への投稿を行った（1本）
○書籍の分担執筆を行った（1本）

○上記の教育・学生支援、研究活動を通して、社会貢献を行う
○豊見城市立中央公民館運営審議会委員（委員長）としての活動を行う
○研究紀要の査読・編集を通じ、生涯学習関係者への研究助言を行う
○成人の学習手法に関する勉強会等の開催を通じ、学内教職員に対する学習コー
ディネイトを行う

0.30

0.30

○科研費研究・研究代表者として当該研究を遂行する
（若手B「現代米国における学校管理職養成・評価システムの変容に関する研究」）
○科研費研究・研究分担者として当該研究を遂行する
（基盤B「生涯学習行政の推進における公と私に関する理論的実証的研究」研究代
表：背戸博史）
○科研費研究・研究協力者として当該研究を遂行する
（基盤B「東日本大震災後の教育復興の進展と復興教育プログラムに関する研究」
研究代表：佐藤修司）
（挑戦的萌芽「地方創生にはたす教育施設・人材の新たな活用に関する日英比較
研究」研究代表：宮腰英一）
○研究紀要への投稿を行う

業務
ウェイト比
（予定）

平成２９年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
支
援

研
究

○一般公開講座および公開授業等の企画・運営を行う
○独自事業の企画・開発・運営を行う
○共通教育科目の授業を行う（「教育政策史」）
○専門科目の授業を行う（法文学部「生涯学習概論」）
○琉大コミュニティキャンパス事業の離島支援プログラムの企画・開発・運営を行う
○琉大コミュニティキャンパス事業の「看護教員の学び直し講座」の企画・実施を行
う
○教員免許更新講習を行う（選択必修「学校内外との連携協力に関する理解」）

0.30

准教授

平成２９年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

柴田　聡史 所　　属

領
域

地域連携推進機構生涯学習推進部門 職　　名名　　前


